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はじめに

耐震性能

１） 本橋の目標

緊急時の重要インフラの１つであるため、緊急輸送路としての
機能を確保

２） 耐震性能２ とは？

地震による損傷が限定的なものにとどまり、橋としての機能回
復が速やかに行い得る性能

＜安全性＞ → 落橋に対する安全性を確保
＜供用性＞ → 地震後橋としての機能の速やかな回復
＜短期的修復性＞ → 機能回復のための修復が応急修復

で対応
＜長期的修復性＞ → 比較的容易に恒久復旧が可能

耐震性能２の保持を目標

道路橋示方書に準拠
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工事概要

RC巻立補強 RC+炭素繊維巻立補強

上部工補強：炭素繊維接着港工

RC巻立補強

ひびわれ補修工,断面修復工(上部工,下部工)

落橋防止構造

変位制限構造

PCケーブル(橋軸)

アンカーバー構造(直角)

変位制限構造
鋼製突起+RC拡幅(直角)

段差防止構造

落橋防止構造
PCケーブル(橋軸)

変位制限構造
鋼製突起+RC拡幅(直角)

段差防止構造
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130000 230000 130000 55600

工 期 (自)平成25年10月22日
(至)平成27年10月31日

契約金額 ： ¥703,500,000



下部工 上部工

炭素繊維について



炭素繊維シート貼付工程
施工ステップ

下地処理作業 パテ処理作業プライマー塗布 パテ処理完了

炭素繊維シート 貼付作業

⑤ 貼付完了① 樹脂下塗 ② シート貼付 ③ 含浸・脱泡 ④ 樹脂上塗



7

箱桁内炭素繊維ｼｰﾄ貼り付け完了

炭素繊維シート貼付(箱桁内側)

着工前

完了



炭素繊維シート貼付(箱桁外側)

足場 足場

貼付後貼付後


